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叙
事
詩
か
ら
戦
争
画
へ ―
―
十
七
世
紀
イ
タ
リ
ア
の
戦
争
画
と
死
傷
兵
の
表
象
―
― 
新
保 
淳
乃   
一 
イ
タ
リ
ア
絵
画
に
お
け
る
戦
争
画
の
展
開 
 
 
西
洋
美
術
に
お
い
て
、
戦
争
と
い
う
主
題
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
大
王
の
軍
功
や
帝
政
ロ
ー
マ
軍
と
蛮
族
の
戦
い
か
ら
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
庁
舎
を
舞
台
に
レ
オ
ナ
ル
ド
と
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
対
峙
し
た
「
戦
争
画
の
戦
争
」
ま
で
、
ホ
メ
ー
ロ
ス
の
叙
事
詩
や
旧
約
聖
書
で
謳
わ
れ
る
英
雄
た
ち
の
戦
争
か
ら
、
三
十
年
戦
争
や
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
と
い
っ
た
同
時
代
の
実
戦
ま
で
、連
綿
と
描
き
続
け
ら
れ
た
。美
術
史
家
た
ち
は
、
二
度
の
世
界
大
戦
の
勃
発
を
契
機
に
「
戦
争
」
と
い
う
古
く
て
新
し
い
主
題
に
関
心
を
寄
せ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
を
巻
き
込
ん
だ
戦
争
の
体
験
と
記
憶
を
基
盤
と
し
て
、
一
九
一
〇
年
代
後
半
お
よ
び
戦
後
復
興
期
の
一
九
六
〇
年
代
以
降
に
戦
争
画
研
究
が
始
ま
っ
た
（
１
）
。 
戦
争
の
表
象
は
、
史
実
と
し
て
の
戦
闘
を
描
写
す
る
も
の
と
、
装
飾
主
題
と
し
て
戦
争
と
そ
の
風
俗
を
描
く
戦
争
ジ
ャ
ン
ル
画
の
二
大
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
る
。
前
者
は
支
配
者
や
指
揮
官
な
ど
軍
事
的
英
雄
に
焦
点
を
当
て
て
栄
光
化
す
る
目
的
を
特
徴
と
し
、
さ
ら
に
地
政
学
分
析
的
描
写
と
物
語
的
描
写
に
二
分
で
き
る
（
２
）
。
地
政
学
的
な
戦
闘
描
写
は
、
軍
事
の
専
門
家
や
指
揮
官
本
人
か
ら
実
戦
の
正
確
な
再
現
描
写
を
求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
例
え
ば
十
七
世
紀
前
半
に
南
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
で
活
躍
し
た
戦
争
画
家
ピ
ー
テ
ル
・
ス
ネ
イ
エ
ル
ス
（1
5
9
2
-1
6
6
7
）
は
、
三
十
年
戦
争
を
長
期
化
さ
せ
る
契
機
と
な
っ
た
一
六
二
〇
年
の
白
山
の
戦
い
を
、
勝
者
で
あ
る
帝
国
同
盟
軍
の
視
点
で
描
い
た
（
３
）
【
図
１
】
。
画
家
は
軍
事
技
師
が
作
っ
た
記
録
版
画
を
参
考
に
、
高
い
地
平
線
と
俯
瞰
構
図
で
戦
場
と
戦
陣
の
全
容
を
捉
え
、前
景
に
戦
争
の
風
俗
を
配
置
し
て
い
る
。一
方
の
物
語
的
描
写
は
、
実
際
の
戦
闘
の
史
的
状
況
に
基
づ
く
点
を
除
い
て
、
戦
場
の
正
確
な
再
現
よ
り
も
想
像
や
伝
統
的
形
式
に
よ
る
「
本
物
ら
し
い
」
戦
闘
描
写
を
追
求
す
る
点
で
戦
争
ジ
ャ
ン
ル
画
と
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
る
。 
イ
タ
リ
ア
美
術
史
を
振
り
返
る
と
、
十
四
世
紀
を
境
に
共
同
体
の
歴
史
や
聖
人
伝
の
連
作
に
挿
入
さ
れ
る
形
で
数
多
く
の
戦
争
が
描
か
れ
、
そ
の
目
的
は
寓
意
、
教
化
、
装
飾
、
記
憶
と
多
岐
に
わ
た
っ
た
。 
近
世
イ
タ
リ
ア
の
戦
争
画
は
ロ
ー
マ
と
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
そ
し
て
ナ
ポ
リ
を
中
心
に
発
展
し
た
。
ト
ス
カ
ー
ナ
・
ロ
ー
マ
絵
画
で
は
、
十
六
世
紀
後
半
に
メ
デ
ィ
チ
宮
廷
で
活
躍
し
た
ス
ト
ラ
ダ
ー
ノ
か
ら
フ
ラ
ン
ド
ル
の
写
実
表
現
を
学
ん
だ
ア
ン
ト
ニ
オ
・
テ
ン
ペ
ス
タ
以
後
、
野
外
の
風
景
に
戦
闘
場
面
が
描
か
れ
は
じ
め
、
さ
ら
に
ロ
レ
ー
ヌ
地
方
出
身
の
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ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ロ
（1
5
9
2
-1
6
3
5
）
が
大
成
し
た
。
同
時
代
の
戦
争
を
描
い
た
カ
ロ
の
銅
版
画
は
、
パ
ノ
ラ
マ
構
図
の
風
景
を
バ
ッ
ク
に
伝
統
的
な
戦
争
表
現
と
現
実
の
戦
場
を
統
合
し
、
十
七
世
紀
の
戦
争
画
の
端
緒
を
開
い
た
（
４
）
。 
戦
闘
の
描
写
そ
の
も
の
を
目
的
と
す
る
絵
画
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
戦
争
画
が
成
立
し
、
市
場
の
需
要
に
応
え
て
量
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
風
景
画
や
風
俗
画
の
成
立
か
ら
少
し
遅
れ
た
一
六
〇
〇
年
代
初
頭
と
考
え
ら
れ
る
。
戦
争
画
ジ
ャ
ン
ル
の
成
立
を
後
押
し
し
た
の
は
、
十
六
世
紀
末
の
ロ
ー
マ
で
北
方
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
静
物
画
と
風
景
画
を
い
ち
早
く
吸
収
し
た
カ
ヴ
ァ
リ
エ
ー
レ
・
ダ
ル
ピ
ー
ノ
と
、
彼
が
ロ
ー
マ
市
庁
舎
に
描
い
た
古
代
ロ
ー
マ
の
戦
争
場
面
で
あ
る
【
図
２
】
。
こ
の
作
品
は
、
ラ
フ
ァ
エ
ロ
工
房
が
一
五
二
〇
年
代
前
半
に
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン
宮
殿
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
の
間
に
描
い
た
《
ミ
ル
ウ
ィ
ウ
ス
橋
の
戦
い
》
の
古
典
芸
術
を
範
と
す
る
叙
事
詩
的
な
群
像
表
現
を
、
生
ま
れ
て
間
も
な
い
静
物
画
や
風
景
画
の
み
ず
み
ず
し
い
自
然
描
写
を
も
っ
て
再
解
釈
し
―
―
ダ
ル
ピ
ー
ノ
が
導
入
し
た
新
し
い
要
素
は
地
平
線
か
ら
盛
り
上
が
る
林
や
丘
と
舞
台
袖
の
よ
う
な
樹
木
で
あ
る
―
―
、
戦
闘
場
面
そ
の
も
の
を
描
く
新
た
な
感
性
に
道
を
拓
い
た
（
５
）
。 
新
た
な
方
向
性
の
理
論
的
基
盤
と
な
っ
た
の
は
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
（1
4
5
2
-1
5
1
9
）
で
あ
る
。
彼
の
『
絵
画
の
書
』
（
パ
リ
、
一
六
五
一
年
版
）
の
第
六
七
章
は
戦
闘
場
面
の
描
き
方
に
割
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
ま
ず
第
一
に
、
大
砲
か
ら
発
生
す
る
硝
煙
が
、
騎
馬
や
歩
兵
た
ち
の
疾
走
に
よ
っ
て
舞
い
上
が
る
土
煙
と
一
緒
に
、
大
気
中
で
ま
じ
り
あ
う
よ
う
に
せ
よ
」
と
説
か
れ
る
。「
倒
れ
て
青
ざ
め
た
敗
者
た
ち
は
（
略
）
片
方
の
手
で
恐
怖
に
怯
え
る
眼
を
覆
い
な
が
ら
、
そ
の
手
の
平
の
側
を
敵
に
向
け
、
も
う
一
方
の
手
で
地
面
を
突
い
て
、
起
き
上
が
っ
た
そ
の
上
半
身
を
支
え
て
い
る
。
他
の
人
々
は
大
き
く
口
を
開
い
て
、
叫
び
な
が
ら
逃
げ
る
よ
う
に
せ
よ
。
兵
士
た
ち
の
足
元
に
は
、
破
れ
た
楯
、
折
れ
た
槍
や
剣
な
ど
、
種
々
雑
多
な
武
器
を
置
け
。
戦
死
者
た
ち
の
あ
る
者
は
、
半
身
が
土
埃
に
覆
わ
れ
、
ま
た
他
の
あ
る
者
は
全
身
が
土
埃
に
覆
わ
れ
て
い
る
」
。
「
騎
手
を
失
っ
て
身
軽
に
な
っ
た
馬
が
、
た
て
が
み
を
風
に
な
び
か
せ
な
が
ら
疾
走
し
、
敵
の
間
に
突
っ
込
ん
で
、
そ
の
脚
で
大
き
な
被
害
を
与
え
る
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
」
、
「
数
多
く
の
死
者
が
、
死
ん
だ
馬
の
上
に
累
々
と
折
り
重
な
っ
て
い
る
の
が
見
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
教
示
さ
れ
た
（
６
）
。 
一
六
〇
〇
年
代
初
頭
に
イ
タ
リ
ア
に
二
度
滞
在
し
た
ル
ー
ベ
ン
ス
は
、
レ
オ
ナ
ル
ド
の
《
ア
ン
ギ
ア
リ
の
戦
い
》
の
断
片
を
模
写
し
、
戦
闘
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
衝
突
へ
の
関
心
を
呼
び
覚
ま
し
た
。
レ
オ
ナ
ル
ド
が
示
し
た
敵
味
方
相
乱
れ
る
戦
闘
の
混
乱
、
暴
力
、
悲
劇
の
躍
動
的
で
色
鮮
や
か
な
表
現
は
、
十
七
世
紀
前
半
に
イ
タ
リ
ア
中
南
部
で
戦
争
画
を
発
展
さ
せ
た
画
家
た
ち
が
主
眼
に
据
え
た
も
の
で
あ
る
。 
支
配
者
や
指
揮
官
の
軍
功
を
栄
光
化
す
る
伝
統
的
な
戦
争
表
象
に
代
わ
っ
て
、
ナ
ポ
リ
の
ア
ニ
エ
ッ
ロ
・
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
（1
6
0
0
-6
5
）
や
ロ
ー
マ
の
バ
ン
ボ
ッ
チ
ャ
ン
テ
ィ
周
辺
で
活
動
し
た
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
・
チ
ェ
ル
ク
ォ
ッ
ツ
ィ
（1
6
0
2
-6
0
）
が
、
戦
争
の
さ
ま
ざ
ま
な
風
俗
を
描
き
始
め
た
。
こ
う
し
た
戦
場
の
現
実
に
即
し
た
「
英
雄
な
き
戦
争
画
」（
ザ
ク
ス
ル
）
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
で
戦
乱
が
継
起
し
た
三
十
年
戦
争
（1
6
1
8
-4
8
）
を
時
代
背
景
と
し
、
ま
た
絵
画
市
場
に
参
入
し
て
き
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
階
級
の
写
実
的
風
俗
画
へ
の
嗜
好
の
高
ま
り
に
応
え
る
か
た
ち
で
、
十
七
世
紀
を
通
じ
て
大
流
行
し
た
（
７
）
。 
近
世
の
戦
争
画
の
特
質
と
な
っ
た
、
戦
場
の
空
気
を
描
く
と
い
う
レ
オ
ナ
ル
ド
の
提
起
を
実
践
し
た
代
表
的
な
戦
争
画
家
が
ギ
ョ
ー
ム
・
ク
ル
ト
ワ
、
通
称
ボ
ル
ゴ
ニ
ョ
ー
ネ
（1
6
2
1
-7
6
）
で
あ
る
（
８
）
。
フ
ラ
ン
シ
ュ
＝
コ
ン
テ
地
方
の
出
身
で
若
く
し
て
イ
タ
リ
ア
に
来
た
ボ
ル
ゴ
ニ
ョ
ー
ネ
は
、
一
六
三
六
年
か
ら
三
年
間
ミ
ラ
ノ
駐
留
ス
ペ
イ
ン
軍
に
志
願
し
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て
従
軍
し
、
軍
隊
の
日
常
を
自
ら
経
験
し
た
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ロ
作
品
か
ら
実
戦
の
描
写
や
戦
争
画
を
体
得
し
た
後
、
ミ
ラ
ノ
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
を
経
て
ロ
ー
マ
に
落
ち
着
き
、
写
実
的
で
迫
真
的
な
戦
争
画
で
成
功
し
た
。
例
え
ば
、
特
定
の
戦
役
と
は
関
係
な
い
、
キ
リ
ス
ト
教
軍
と
ト
ル
コ
（
オ
ス
マ
ン
帝
国
）
軍
の
騎
馬
戦
を
描
い
た
一
六
五
〇
年
頃
の
作
品
で
は
、前
景
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
戦
闘
場
面
が
配
さ
れ
て
い
る【
図
３
】。
古
典
的
風
景
画
と
同
じ
く
画
面
下
か
ら
三
分
の
一
の
高
さ
に
地
平
線
が
引
か
れ
、
右
中
景
に
城
砦
が
舞
台
袖
の
よ
う
に
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
前
景
右
側
で
は
甲
冑
姿
の
キ
リ
ス
ト
教
軍
騎
兵
と
タ
ー
バ
ン
を
巻
い
た
ト
ル
コ
軍
騎
兵
が
衝
突
し
、
最
前
景
に
ト
ル
コ
側
と
思
わ
れ
る
死
傷
兵
が
軍
馬
と
と
も
に
倒
れ
て
い
る
。
左
前
景
に
は
荷
車
に
載
っ
た
大
砲
が
見
え
る
（
９
）
。
中
景
右
か
ら
上
景
中
央
へ
土
煙
と
砲
煙
が
混
ざ
っ
た
煙
が
高
く
立
ち
上
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
レ
オ
ナ
ル
ド
が
示
し
た
戦
場
の
リ
ア
ル
を
表
す
モ
チ
ー
フ
で
あ
り
、
近
世
の
典
型
的
な
戦
争
画
の
特
質
を
伝
え
る
作
品
と
言
え
よ
う
。 
  
二 
叙
事
詩
か
ら
戦
争
画
へ
―
―
近
世
イ
タ
リ
ア
の
戦
争
画
と
死
傷
兵 
 
 
1 
叙
事
詩
『
解
放
さ
れ
た
エ
ル
サ
レ
ム
』
挿
図
の
戦
闘
場
面 
 
ト
ル
ク
ァ
ー
ト
・
タ
ッ
ソ
の
叙
事
詩
『
解
放
さ
れ
た
エ
ル
サ
レ
ム
』
は
、
十
字
軍
に
取
材
し
た
戦
記
物
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
絵
画
化
さ
れ
る
際
は
戦
闘
場
面
よ
り
も
登
場
人
物
た
ち
の
宗
教
を
越
え
た
愛
や
冒
険
の
場
面
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
た
（
１
０
）
。
た
だ
し
戦
争
ジ
ャ
ン
ル
画
を
よ
く
見
て
い
く
と
、
『
イ
ー
リ
ア
ス
』
や
旧
約
聖
書
の
英
雄
的
戦
争
に
混
ざ
っ
て
タ
ッ
ソ
に
取
材
し
た
十
字
軍
的
戦
闘
と
思
わ
れ
る
戦
争
画
も
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
叙
事
詩
と
近
世
戦
争
画
の
関
係
に
つ
い
て
さ
ら
な
る
研
究
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
（
１
１
）
。
本
章
で
は
傷
を
負
い
絶
命
し
た
死
傷
兵
に
注
目
し
て
、
英
雄
が
主
体
と
な
る
叙
事
詩
の
戦
争
描
写
が
「
英
雄
な
き
戦
争
」
描
写
に
翻
案
さ
れ
る
過
程
を
検
証
し
て
み
た
い
。 
 
タ
ッ
ソ
が
『
解
放
さ
れ
た
エ
ル
サ
レ
ム
』
を
一
五
八
一
年
に
発
表
し
た
後
、
一
五
九
〇
年
に
初
め
て
挿
図
入
り
の
刊
本
が
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
ジ
ロ
ー
ラ
モ
・
バ
ル
ト
リ
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ
た
。二
十
に
分
か
れ
た
叙
事
詩
の
各
歌
の
冒
頭
に
一
点
ず
つ
図
版
が
挿
入
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
図
版
は
タ
ッ
ソ
の
友
人
で
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
の
画
家
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
カ
ス
テ
ッ
ロ
（1
5
5
7
-1
6
2
9
）
が
原
画
を
描
き
、
ア
ゴ
ス
テ
ィ
ー
ノ
・
カ
ラ
ッ
チ
（1
5
5
7
-1
6
0
2
）
と
ジ
ャ
コ
モ
・
フ
ラ
ン
コ
（1
5
5
0
-1
6
2
0
）
が
ビ
ュ
ラ
ン
彫
り
で
翻
刻
し
た
（
１
２
）
。 
挿
図
版
画
の
う
ち
戦
闘
が
中
心
に
な
っ
た
第
三
歌
の
挿
図
を
見
る
と
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
城
壁
に
向
か
っ
て
進
軍
す
る
十
字
軍
騎
兵
隊
に
画
面
下
半
分
が
占
め
ら
れ
て
い
る【
図
５
】。
右
前
列
で
は
古
代
ロ
ー
マ
風
の
短
い
武
具
を
つ
け
た
騎
士
が
盾
を
構
え
右
手
で
剣
を
振
り
上
げ
、
後
ろ
足
立
ち
に
な
っ
た
軍
馬
の
蹄
の
下
に
は
、
激
し
い
戦
闘
で
落
命
し
た
十
字
軍
兵
士
と
馬
が
地
面
に
倒
れ
伏
し
て
い
る
。
そ
の
左
に
、
仰
向
け
に
横
た
わ
っ
た
兵
士
と
そ
の
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
ろ
う
と
す
る
女
戦
士
が
見
え
る
。
二
人
は
『
解
放
さ
れ
た
エ
ル
サ
レ
ム
』
の
主
要
登
場
人
物
の
う
ち
、
イ
ス
ラ
ム
側
の
女
戦
士
ク
ロ
リ
ン
ダ
と
彼
女
に
禁
断
の
恋
心
を
寄
せ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
英
雄
タ
ン
ク
レ
デ
ィ
で
、
決
闘
相
手
が
愛
す
る
女
性
だ
と
知
っ
た
タ
ン
ク
レ
デ
ィ
が
彼
女
に
殺
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
場
面
で
あ
る
。
こ
の
群
像
が
な
け
れ
ば
、
あ
る
い
は
一
方
が
他
方
の
上
に
か
が
む
不
自
然
な
描
写
が
叙
事
詩
を
典
拠
と
す
る
こ
と
に
気
付
か
な
け
れ
ば
、
城
塞
都
市
を
攻
撃
す
る
騎
兵
隊
を
描
い
た
戦
争
画
と
何
ら
変
わ
る
こ
と
が
な
い
。 
 
ま
た
、
マ
リ
ニ
ャ
ッ
ジ
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
タ
ッ
ソ
が
隠
喩
を
用
い
て
強
調
し
た
軍
- 38 - 
 
馬
の
力
強
さ
や
騎
士
た
ち
の
武
具
の
個
性
は
、
カ
ス
テ
ッ
ロ
の
挿
図
で
は
少
な
い
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
反
復
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
定
型
化
さ
れ
た
（
１
３
）
。
第
三
歌
の
挿
図
を
見
る
と
、
エ
ル
サ
レ
ム
攻
撃
に
向
か
う
十
字
軍
は
、
右
前
景
か
ら
左
後
景
へ
と
遠
近
法
的
に
斜
め
に
後
退
・
縮
小
し
な
が
ら
隊
列
を
連
ね
、
個
々
の
兵
士
も
古
代
ロ
ー
マ
の
サ
ル
コ
フ
ァ
ガ
ス
や
ル
ネ
サ
ン
ス
期
の
凱
旋
図
に
倣
っ
て
、
同
型
反
復
的
で
没
個
性
的
に
描
か
れ
て
い
る
。 
 
こ
う
し
た
描
写
は
近
世
の
戦
争
の
実
態
と
も
関
係
づ
け
ら
れ
る
。
銃
が
実
戦
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
騎
士
は
銃
弾
を
防
ぐ
重
い
甲
冑
を
つ
け
て
戦
っ
た
が
、
重
み
に
耐
え
ら
れ
ず
馬
が
倒
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
長
い
槍
を
捨
て
て
短
銃
や
マ
ス
ケ
ッ
ト
銃
で
武
装
し
た
騎
兵
が
、
歩
兵
隊
の
よ
う
に
連
な
っ
て
前
線
か
ら
敵
陣
に
突
撃
し
、
左
右
に
展
開
し
て
再
び
最
後
尾
に
つ
く
間
に
銃
弾
を
込
め
る「
半
旋
回
」戦
術
が
主
流
と
な
っ
て
い
っ
た
（
１
４
）
。
『
解
放
さ
れ
た
エ
ル
サ
レ
ム
』
の
挿
図
に
表
さ
れ
た
騎
兵
隊
の
列
は
、
古
典
的
モ
デ
ル
に
基
づ
く
と
と
も
に
、
同
時
代
の
戦
術
の
変
化
も
反
映
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 
  
２ 
戦
場
の
死
傷
兵 
 
イ
タ
リ
ア
美
術
史
に
お
い
て
、戦
士
の
表
象
は
男
性
性
を
ま
と
っ
て
構
築
さ
れ
て
き
た
。
古
典
神
話
の
戦
争
神
マ
ル
ス
と
美
の
女
神
ウ
ェ
ヌ
ス
の
恋
愛
場
面
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
武
装
し
た
戦
士
は
、
裸
体
で
横
た
わ
る
女
神
の
女
性
性
と
対
置
さ
れ
る
こ
と
で
男
性
性
を
獲
得
す
る
。
こ
の
枠
組
み
は
、
一
五
〇
〇
年
代
初
頭
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
テ
ィ
ツ
ィ
ア
ー
ノ
（c.1
4
8
8
/9
0
-1
5
7
6
）
や
パ
ル
マ
・
イ
ル
・
ヴ
ェ
ッ
キ
ョ
（c.1
4
8
0
-1
5
2
8
）
が
描
い
た
、
牧
歌
的
な
野
原
に
座
り
授
乳
す
る
半
裸
の
女
性
と
そ
れ
を
守
る
よ
う
に
斧
槍
を
手
に
屹
立
す
る
武
装
し
た
男
性
の
対
比
に
も
、
ま
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
ベ
ン
ヴ
ェ
ヌ
ー
ト
・
チ
ェ
ッ
リ
ー
ニ
（1
5
0
0
-7
1
）
が
フ
ラ
ン
ス
王
フ
ラ
ン
ソ
ワ
一
世
の
メ
ダ
ル
（
一
五
三
七
／
三
八
）
に
表
し
た
、
横
臥
し
た
裸
体
の
《
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ナ
を
打
ち
倒
す
騎
士
》
の
対
比
に
も
見
て
取
れ
る
（
１
５
）
【
図
６
】
。 
こ
れ
に
対
し
て
、
瀕
死
の
傷
を
負
っ
た
負
傷
兵
や
戦
場
で
斃
れ
た
戦
死
者
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
十
六
世
紀
ま
で
の
戦
闘
図
に
お
け
る
死
傷
者
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
異
民
族
制
圧
の
記
念
碑
を
飾
っ
た
《
瀕
死
の
ガ
リ
ア
人
》
や
、
古
代
ロ
ー
マ
の
サ
ル
コ
フ
ァ
ガ
ス
に
彫
ら
れ
た
抵
抗
し
つ
つ
制
圧
さ
れ
る
蛮
族
と
い
っ
た
、
古
典
的
な
「
敗
者
」
の
モ
デ
ル
を
用
い
て
表
現
さ
れ
て
き
た
（
１
６
）
。
古
典
的
戦
争
表
象
と
近
世
の
戦
争
画
ジ
ャ
ン
ル
を
橋
渡
し
し
た
カ
ヴ
ァ
リ
エ
ー
レ
・
ダ
ル
ピ
ー
ノ
の
フ
レ
ス
コ
壁
画
【
図
２
】
で
も
、
古
代
凱
旋
図
と
ラ
フ
ァ
エ
ロ
か
ら
継
承
し
た
フ
リ
ー
ズ
状
の
構
成
と
と
も
に
、
左
最
前
景
の
負
傷
兵
に
《
瀕
死
の
ガ
リ
ア
人
》
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
主
題
と
表
現
の
内
的
一
致
を
重
視
す
る
デ
コ
ー
ル
ム
の
考
え
に
基
づ
け
ば
、
古
典
古
代
の
戦
闘
場
面
に
は
古
典
古
代
の
戦
士
の
形
態
を
当
て
は
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
古
代
の
戦
士
を
描
く
に
は
古
代
風
の
武
具
を
ま
と
わ
せ
、
死
傷
兵
に
も
古
代
の
敗
者
モ
デ
ル
が
あ
て
は
め
ら
れ
た
。 
 
と
こ
ろ
が
、
十
七
世
紀
の
戦
争
ジ
ャ
ン
ル
画
で
は
、
こ
う
し
た
古
典
主
義
的
図
像
伝
統
か
ら
離
れ
て
、
風
景
と
人
物
の
写
実
的
な
描
写
に
よ
っ
て
よ
り
「
本
当
ら
し
い
」
戦
場
が
追
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
上
述
し
た
ボ
ル
ゴ
ニ
ョ
ー
ネ
の
戦
争
画
【
図
３
】
を
見
る
と
、
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
う
騎
馬
戦
の
写
実
的
な
描
写
に
並
ん
で
、
ト
ル
コ
兵
の
死
者
が
描
き
込
ま
れ
て
い
る
。
右
端
に
は
右
肩
か
ら
胸
を
露
出
さ
せ
、
タ
ー
バ
ン
が
外
れ
た
禿
頭
を
手
前
に
し
て
仰
臥
す
る
男
、
そ
の
右
奥
に
タ
ー
バ
ン
を
巻
い
て
う
つ
伏
せ
に
倒
れ
る
兵
士
、
左
前
景
に
顔
を
の
け
ぞ
ら
せ
、
右
上
腕
と
折
っ
た
左
膝
を
む
き
出
し
て
横
た
わ
る
男
が
い
る
。
前
景
中
央
に
は
横
倒
し
に
な
っ
た
黒
い
軍
馬
の
脇
で
顔
面
を
手
で
押
さ
え
る
ト
ル
コ
兵
と
、
腹
ば
い
に
な
っ
て
も
剣
を
握
り
上
体
を
起
こ
そ
う
と
す
る
負
傷
兵
が
い
る
。
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キ
リ
ス
ト
教
軍
の
騎
兵
が
馬
上
で
上
体
を
ま
っ
す
ぐ
に
し
て
剣
を
ふ
る
い
、
金
属
の
甲
冑
に
身
を
包
み
顔
面
を
除
い
て
肌
を
露
出
さ
せ
て
い
な
い
の
と
対
照
的
に
、
異
教
徒
の
兵
士
に
は
低
い
位
置
で
横
た
わ
る
姿
勢
と
肌
を
露
出
し
た
脆
弱
さ
の
記
号
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
倒
れ
た
軍
馬
が
総
じ
て
尻
を
こ
ち
ら
に
向
け
て
い
る
た
め
、
左
中
景
の
遠
い
地
平
線
か
ら
右
前
景
ま
で
続
く
広
大
な
戦
場
を
、
異
教
徒
軍
が
徐
々
に
敗
退
し
て
い
る
戦
況
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。 
 
こ
の
作
品
の
よ
う
に
、
戦
争
ジ
ャ
ン
ル
画
の
中
で
よ
く
好
ま
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
異
教
徒
の
戦
闘
で
は
、オ
ス
マ
ン
帝
国
軍
側
の
死
傷
者
の
描
写
が
目
立
つ
。し
か
し
な
が
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
敵
対
し
あ
っ
た
三
十
年
戦
争
の
時
代
に
あ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
ど
う
し
の
戦
闘
場
面
も
頻
繁
に
描
か
れ
た
。
同
じ
く
ボ
ル
ゴ
ニ
ョ
ー
ネ
に
よ
る
別
の
戦
争
画
を
見
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
中
央
に
ひ
か
れ
た
地
平
線
と
、
右
手
に
舞
台
袖
と
し
て
配
さ
れ
た
堅
固
な
石
造
の
要
塞
建
築
の
間
に
、
土
煙
と
硝
煙
で
も
や
が
か
か
っ
た
戦
場
が
広
が
っ
て
い
る
【
図
４
】
。
前
景
中
央
か
ら
右
に
か
け
て
銀
色
の
甲
冑
を
つ
け
た
騎
兵
と
槍
を
持
っ
た
歩
兵
が
入
り
乱
れ
て
戦
っ
て
い
る
。
前
景
左
端
に
は
上
腕
と
胸
元
を
は
だ
け
て
倒
れ
た
戦
死
者
、
中
央
に
は
横
倒
し
に
な
っ
た
白
い
軍
馬
に
潰
さ
れ
る
よ
う
に
頭
を
こ
ち
ら
に
向
け
て
仰
臥
す
る
甲
冑
姿
の
騎
兵
が
見
え
る
。
前
景
右
端
で
は
黄
色
と
赤
の
衣
を
着
た
男
性
が
右
手
で
折
れ
た
槍
を
振
り
上
げ
つ
つ
横
倒
し
に
な
り
、
胸
甲
歩
兵
と
思
わ
れ
る
男
に
今
に
も
槍
で
わ
き
腹
を
刺
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
作
品
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
ど
う
し
の
戦
闘
を
主
題
と
し
て
お
り
、
そ
こ
に
挿
入
さ
れ
た
死
傷
兵
の
描
写
に
は
、
先
に
見
た
異
教
徒
の
死
傷
兵
と
共
通
す
る
敗
者
の
図
像
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。 
以
上
の
比
較
か
ら
、
死
傷
兵
の
表
象
と
い
う
点
で
は
、
西
洋
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
戦
士
に
も
非
西
洋
、
非
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
戦
士
に
も
類
似
し
た
造
形
言
語
が
適
用
さ
れ
た
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
死
傷
し
た
兵
士
は
、
さ
か
さ
ま
に
落
馬
し
、
地
面
に
倒
れ
伏
し
、
あ
る
い
は
横
臥
し
、
ま
た
し
ば
し
ば
肌
を
露
出
さ
せ
た
姿
で
描
か
れ
た
。
こ
れ
は
先
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
枠
組
み
に
当
て
は
め
る
と
、
女
性
性
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
入
る
。
な
お
、
騎
乗
の
高
い
位
置
か
ら
敵
を
地
面
に
打
ち
倒
す
勝
者
と
敗
者
の
関
係
は
、
ベ
ラ
ス
ケ
ス
の
《
ブ
レ
ダ
の
開
城
》
（
一
六
三
四
～
三
五
）
を
想
起
さ
せ
る
。
ス
ペ
イ
ン
王
フ
ェ
リ
ペ
四
世
の
戦
勝
記
念
画
連
作
に
組
み
込
ま
れ
た
こ
の
作
品
は
、
北
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
が
ス
ペ
イ
ン
支
配
か
ら
の
独
立
を
勝
ち
取
っ
た
八
十
年
戦
争
の
過
程
で
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
出
身
の
ス
ペ
イ
ン
軍
指
揮
官
ア
ン
ブ
ロ
ー
ジ
オ
・
ス
ピ
ー
ノ
ラ
が
一
六
二
五
年
に
オ
ラ
ニ
エ
＝
ナ
ッ
サ
ウ
所
領
の
城
塞
都
市
ブ
レ
ダ
を
陥
落
さ
せ
た
、
数
少
な
い
ス
ペ
イ
ン
軍
の
勝
利
を
描
い
て
い
る
。
整
然
と
進
軍
す
る
征
服
者
側
の
軍
隊
と
、
低
い
姿
勢
で
服
従
を
表
す
被
征
服
者
側
の
市
民
と
の
対
比
は
、
先
に
触
れ
た
チ
ェ
ッ
リ
ー
ニ
の
記
念
メ
ダ
ル
と
同
じ
く
、
《
バ
ル
ベ
リ
ー
ニ
象
牙
板
》
（
六
世
紀
前
半
、
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
）
に
代
表
さ
れ
る
、
騎
乗
の
古
代
ロ
ー
マ
皇
帝
が
植
民
地
の
女
性
擬
人
像
を
組
み
伏
せ
る
古
典
的
図
式
に
基
づ
い
て
い
る
（
１
７
）
。 
  
３ 
戦
い
の
後
で 
 
近
世
の
戦
争
画
家
が
描
き
出
し
た
の
は
、
レ
オ
ナ
ル
ド
が
説
い
た
土
煙
の
中
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
激
し
い
戦
闘
だ
け
で
は
な
い
。
戦
い
の
勝
敗
が
つ
い
た
後
、
前
段
で
検
討
し
た
死
傷
兵
た
ち
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。 
 
戦
闘
が
終
わ
っ
た
後
、
軍
隊
は
戦
場
か
ら
撤
兵
し
て
宿
営
地
に
戻
る
。
十
七
世
紀
に
は
「
戦
い
の
後
」
の
戦
争
風
俗
を
主
題
に
し
た
作
品
も
多
く
描
か
れ
た
。 
 
ジ
ャ
ッ
ク
・
カ
ロ
は
、
軍
隊
の
残
酷
さ
と
戦
争
が
も
た
ら
す
悲
劇
を
題
材
に
し
た
十
八
点
の
版
画
連
作
『
戦
争
の
悲
惨
と
不
幸
』
を
一
六
三
三
年
に
、
六
点
か
ら
な
る
小
連
作
を
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死
後
一
六
三
六
年
に
パ
リ
で
出
版
し
た
（
１
８
）
。
兵
士
の
補
充
や
戦
闘
に
始
ま
り
、
都
市
や
農
村
で
の
強
奪
、
戦
利
品
の
略
奪
、
さ
ら
に
野
戦
病
院
の
悲
惨
さ
や
兵
士
を
襲
う
飢
餓
な
ど
、
か
つ
て
の
叙
事
詩
的
戦
争
物
語
を
脱
神
話
化
す
る
、
現
実
に
即
し
た
場
面
が
展
開
す
る
。
三
十
年
戦
争
が
泥
沼
化
し
終
結
が
見
え
な
い
中
、
現
実
の
戦
場
の
残
酷
さ
に
関
心
を
向
け
る
表
現
が
可
能
に
な
っ
た
の
だ
。 
 
こ
う
し
た
戦
争
の
リ
ア
ル
を
伝
え
る
表
現
は
、
十
七
世
紀
前
半
に
南
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
の
戦
争
画
を
創
始
し
た
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ヴ
ラ
ン
ク
ス
（1
5
7
3
-1
6
4
7
）
や
そ
の
弟
子
の
ス
ネ
イ
エ
ル
ス
が
頻
繁
に
取
り
上
げ
た
。
兵
站
を
運
ぶ
護
衛
部
隊
へ
の
急
襲
、
農
村
の
略
奪
と
並
ん
で
、
戦
死
者
か
ら
の
略
奪
と
い
う
モ
チ
ー
フ
は
遺
体
の
靴
下
を
引
っ
張
る
行
為
に
象
徴
化
さ
れ
る
か
た
ち
で
、
南
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
地
域
に
流
布
し
た
（
１
９
）
。
ナ
ポ
リ
の
フ
ァ
ル
コ
ー
ネ
も
、
《
戦
闘
後
の
略
奪
》
の
前
景
に
、
戦
死
者
の
指
を
切
り
落
と
し
、
衣
服
を
は
ぎ
と
る
凌
辱
行
為
を
描
い
て
い
る
（
２
０
）
【
図
７
】
。
武
具
に
使
わ
れ
た
金
属
や
強
靭
な
衣
類
は
格
好
の
戦
利
品
だ
っ
た
と
見
え
て
、
甲
冑
や
軍
服
を
は
が
さ
れ
た
戦
死
者
か
ら
、
さ
ら
に
靴
下
を
引
っ
張
っ
て
は
ぎ
取
ろ
う
と
す
る
お
そ
ら
く
地
元
民
の
赤
裸
々
な
描
写
は
、
戦
争
画
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
。 
十
八
世
紀
に
な
っ
て
も
、
ボ
ル
ゴ
ニ
ョ
ー
ネ
の
弟
子
パ
ン
ド
ル
フ
ォ
・
レ
ス
キ
の
追
随
者
と
位
置
付
け
ら
れ
る
シ
エ
ナ
の
戦
争
画
家
、ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ピ
ナ
ッ
ツ
ィ（1
6
4
2
-1
7
1
8
）
が
「
戦
い
の
後
」
の
情
景
を
作
品
に
し
て
い
る
【
図
８
】
。
画
面
中
央
に
盛
り
上
が
っ
た
丘
の
上
で
は
、
瀕
死
の
兵
に
従
軍
司
祭
が
臨
終
の
秘
蹟
を
施
し
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
死
を
看
取
っ
て
い
る
。
死
者
を
尊
重
す
る
こ
う
し
た
倫
理
的
な
行
為
の
一
方
で
、
軍
隊
の
移
動
に
は
略
奪
が
伴
う
こ
と
も
歴
史
的
な
事
実
で
あ
る
。
前
景
い
っ
ぱ
い
に
倒
れ
た
名
も
な
き
戦
士
た
ち
の
間
を
回
る
男
た
ち
が
見
え
る
。
前
景
左
で
は
う
つ
伏
せ
に
倒
れ
た
甲
冑
姿
の
死
者
の
傍
ら
で
、
胸
甲
と
鉄
兜
を
つ
け
た
兵
士
が
長
い
銃
を
振
り
か
ざ
し
て
最
期
の
一
撃
を
加
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
名
も
な
き
死
者
の
甲
冑
は
戦
利
品
と
な
る
の
だ
ろ
う
。
前
景
中
央
の
丘
の
麓
で
は
三
人
の
騎
兵
が
集
ま
り
、
そ
の
横
に
立
っ
た
部
隊
長
と
思
し
き
人
物
に
向
か
っ
て
、
腰
を
か
が
め
た
兵
士
が
両
手
に
貴
金
属
の
よ
う
な
も
の
を
捧
げ
持
っ
て
い
る
。
そ
の
背
後
で
は
つ
ば
広
帽
を
か
ぶ
っ
た
別
の
兵
士
が
、
軍
馬
と
戦
死
者
の
山
か
ら
何
か
金
目
の
も
の
を
集
め
て
い
る
。
戦
場
を
後
に
す
る
軍
隊
が
戦
死
者
か
ら
容
赦
な
く
略
奪
し
た
こ
と
を
赤
裸
々
に
描
く
こ
と
も
、
写
実
的
な
戦
争
画
の
使
命
と
な
っ
た
の
だ
。 
  
三 
和
平
を
求
め
て 
 
 
一
六
四
八
年
に
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
が
締
結
さ
れ
、
三
十
年
戦
争
は
よ
う
や
く
終
結
し
た
。
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
体
制
と
呼
ば
れ
る
、
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
民
国
家
体
制
の
基
礎
が
こ
こ
で
打
ち
立
て
ら
れ
た
が
、
和
平
に
至
る
ま
で
に
流
さ
れ
た
血
と
土
地
・
共
同
体
・
文
化
・
人
心
の
破
壊
は
あ
ま
り
に
大
き
か
っ
た
。
そ
の
中
で
、
平
和
を
希
求
す
る
メ
ダ
ル
と
い
う
新
し
い
動
き
が
登
場
し
た
（
２
１
）
。
十
七
世
紀
半
ば
の
ド
イ
ツ
を
代
表
す
る
メ
ダ
ル
鋳
造
家
の
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ダ
ド
ラ
ー
（1
5
8
6
-1
6
5
7
）
は
、
戦
禍
を
逃
れ
て
ド
レ
ス
デ
ン
か
ら
ハ
ン
ブ
ル
ク
、
さ
ら
に
ダ
ン
ツ
ィ
ヒ
に
移
り
な
が
ら
、
寓
意
的
な
メ
ダ
ル
を
通
し
て
戦
争
の
終
結
を
訴
え
た
。
彼
は
一
六
四
四
年
に
和
平
交
渉
の
成
功
を
願
っ
て
「
平
和
希
求
」
メ
ダ
ル
を
製
作
し
た
。
一
六
四
八
年
の
和
平
締
結
後
に
改
め
て
鋳
造
さ
れ
て
い
る
。
メ
ダ
ル
の
表
に
は
パ
ク
ス
（
平
和
）
と
ベ
ッ
ロ
ー
ナ
（
戦
争
）
の
女
性
擬
人
像
二
人
が
取
- 41 - 
 
っ
組
み
合
い
闘
っ
て
い
る
。
裏
面
に
は
、
軍
旗
や
武
器
が
散
ら
ば
る
地
面
に
甲
冑
姿
の
兵
士
が
う
つ
伏
せ
に
倒
れ
、
そ
の
背
中
に
古
代
風
の
武
具
を
つ
け
た
パ
ク
ス
が
仁
王
立
ち
に
な
り
、
平
和
が
戦
争
を
打
ち
負
か
し
た
こ
と
が
表
わ
さ
れ
て
い
る
【
図
９
】
。
パ
ク
ス
は
左
手
に
死
後
の
勝
利
を
表
す
棕
櫚
と
オ
リ
ー
ブ
の
枝
、
右
手
に
カ
ド
ゥ
ケ
ス
と
小
麦
の
穂
を
持
っ
て
い
る
。
前
者
は
長
い
戦
争
の
犠
牲
者
へ
の
鎮
魂
を
、
後
者
は
戦
争
終
結
後
に
回
復
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
経
済
的
繁
栄
と
豊
饒
を
表
す
の
だ
ろ
う
。
背
景
に
は
、
天
秤
と
剣
を
も
っ
た
正
義
の
女
性
擬
人
像
と
、
枝
と
コ
ル
ヌ
コ
ピ
ア
を
も
っ
た
豊
饒
の
女
性
擬
人
像
が
立
っ
て
天
を
仰
ぎ
見
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
全
土
を
巻
き
込
ん
だ
大
戦
争
の
末
、
地
面
に
倒
れ
伏
す
戦
士
は
戦
争
そ
の
も
の
の
象
徴
と
な
り
、
戦
争
が
引
き
起
こ
す
幾
多
の
暴
力
と
悲
惨
さ
を
表
す
に
至
っ
た
。 
 
本
稿
で
は
近
世
イ
タ
リ
ア
絵
画
を
中
心
に
、
タ
ッ
ソ
が
『
解
放
さ
れ
た
エ
ル
サ
レ
ム
』
で
謳
い
あ
げ
た
叙
事
詩
的
戦
争
が
、
軍
事
的
衝
突
が
継
起
し
各
地
に
飛
び
火
し
て
い
っ
た
十
七
世
紀
に
な
っ
て
、
写
実
的
な
戦
争
画
に
ど
う
翻
案
さ
れ
た
の
か
を
考
察
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
騎
士
の
英
雄
的
な
最
期
は
、
戦
乱
と
隣
り
合
わ
せ
の
十
七
世
紀
に
お
い
て
、
匿
名
の
、
非
英
雄
的
で
、
残
酷
な
戦
死
者
の
表
象
に
置
換
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 
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〔
附
記
〕
本
稿
は
、
平
成
二
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
Ｂ
）
「
近
世
イ
- 43 - 
 
タ
リ
ア
絵
画
に
お
け
る
傷
病
者
・
看
護
者
像
の
社
会
史
的
表
象
研
究
―
女
戦
士
像
を
中
心
に
」
（
課
題
番
号
・2
5
7
7
0
0
4
2
、
研
究
代
表
者
・
新
保
淳
乃
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。 
 
（
千
葉
大
学
大
学
院
人
文
社
会
科
学
研
究
科
特
別
研
究
員
）                  
